





















































がリオンティー ズのポリクシニー ズに対するジェラシー の余りの突然ざに驚かされるの
は，一つには，ここで称えられている変らぬ友情のせいである。もしこの賛辞が，そして































































































































































































































































































































































































































































































そして今後も，ポー リー ナの忠告を聞きいれて，「ハー マイオニの絵姿のように彼女そっく
りの，もう一人のハー マイオニ(anotherHermione)が現われない限り」(V.i.73-75)
再婚しないつもりであることを知らされる。そのことを一応頭においた上で，以下，ハー
マイオニとの再会の場の意味及びハーマイオニの本質について考えてみたい。
ハーマイオニの彫像がおいてあるというポーリーナ家の礼拝堂を訪れたリオンティーズ
の一行は，そこに，まさしく"anotherHermione''といっていい彫像をみつけて驚嘆し且
つ眩惑される。その様子をみたポー リー ナは"Nolongershallyougazeon't,lestyour
fancy/Maythinkanonitmoves."(V.iii､60-61)といい更に言葉を続けて次のように
いう。以下，そのポーリーナの言葉とそれをうけてのリオンティーズの言葉を引用したい。
fh"ﾉ． I'lldrawthecurtain:
Mylord'salmostsofartransportedthat
He'llthinkanonitlives.
Z,go". OsweetPaulina
Makemetothinksotwentyyearstogether!
NosettledSenSesoftheworldcanmatch
Thepleasureofthatmadness.Let'talone
(V.iii.68-73)(下線筆者）
下線部は「この世のいかなる正気もその狂気の喜びにかなわない」ということであろう。
「その狂気の喜び」とは，生命のかよっていぬ筈の彫像が生きていると知って感じる喜び
を意味すると思える。いずれにしても，ここに，「狂気」＞「正気」という不等式が示され
ていることだけは間違いがない。それを裏づけてくれる証拠の一つとして，フロリゼルの
次の言葉を引用しておきたい。
"o.Iam:andbymyfancy.Ifmyreason
Willtheretobeobedient,Ihavereason
Ifnot,mysenses,betterpleas'dwithmadness,
Dobiditwelcome
(W.iv.483-486)(下線筆者）
「王位継承権は捨てても，愛の相続人になりたい」とフロリゼルがいうと「ここは一つ
よくお考えにならねば」とカミローが忠告する。それに対するフロリゼルの返事が上の台
詞である｡そこで彼は,fancyによって判断しよく考えた上で行動しているので心配はいら
ないという主旨のことをのべた後で更に言葉を続けて次のような独特の議論を展開する。
それを,多少図式化してのべてみることにしたい。fancy>reasonという不等式が成立す
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れば,graceが13回,graciousが13回，その他grac'd,disgrac'd,gracefulが各1回，
計29回使われていることになる｡単なる儀礼的な形容詞や間投詞的な使い方まで一々神経
質になる必要はないと思うが，それでも，同一語がこれほどたくさん，しかもそのかなり
の部分がハーマイオニとのかかわりにおいて使われている以上,彼女とgraceとの関係に
眼をつむることはとうていできない。いろんな批評家がこの問題についていろんなことを
論じているが，その中からいくつか代表的な意見を選び出しそれに沿う形で若干の考察を
加えたい。
例えば，ハンターは次のように説明している。
Hermioneretains,however,herfunctionastheprimarysymbolforGod's
graceanditisherreturntoLeontesthatmarkshisachievementofforgiveness.
ThelongwithdrawlofthevisiblesignsofgracefromLeontesistheresultof
thegods'insistencethathemakesatisfactionforhissin2).
適切な説明だと思うが,少なくとも上の文章に関していえばGodとgodsとのかかわり
についての説明がなし,ので何となく落ちつかないような気分が後に残ってしまう。それと
いうのも，『冬物語』の世界には「神々 」を示す語-godsやheavensやApollo等一は
実に多く使われているが，ただの一度も大文字で単数形のGodへの言及がないからであ
る。マーフッドの次の文はその点に関する説明を含んでいる。
ThepresidingdeityoftheplaymaybeApollo,buttheChristianschemeof
redemptionisaleadingelement,thoughnotbyanymeanstheonlyelement,inits
patternofideas.G"zzce,withg"zzcjo"sakeywordoftheplay,isfrequentlyused
initstheologicalsenseof@thedivineinfluencewhichoperatesinmento
regenerateandsanctify'(IVEDII6b)?)
アポロとキリスト教的な蹟罪案のこの劇における比重の違い,Graceの神学的な意味等
がこの説明によってよく分かる。マー フッドは論文の他の個所で"SoT"W7"姥γIsTh"
isamoralityplay;butitsmoralityiswider,wiserandmorehumanethanthatofa
Puritaninnerdramaofsin,guiltandcontrition4).”とのべ更に他の個所では，ハープィ◎一ヂ
タとハーマイオニの関係にもふれて,"PerditaplaysaroleofNaturecomplementary
toHermione'sroleofGrace5).''と指摘している。これらもまた適切な説明であるように
思える。
最後にN.フライ(NorthropFrye)の考えを紹介しておきたい。
LeontesisunderthewrathofApolloanddivinejusticeishisenemy.The
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